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　　　小学校：第２学年～第６学年  　国語（40分）、算数（40分）

　　　中学校：第１学年・第２学年   　国語（45分）、数学（45分）、英語（45分）

　　　※　小学校第５学年、中学校第２学年で質問紙調査を実施

（５）使用検査紙

　　　ＴＫ式領域別標準学力検査（田中教育研究所編）

（６）調査人数

１　学力調査実施の概要

（１）調査の趣旨

　　　　本市児童生徒の学力の実態を把握するとともに、課題を明らかにして学習指導
　　　の改善を図ることにより、確かな学力を育成する。

（２）調査対象

調査
人数

実施率
（％）

調査
人数

実施率
（％）

      小学校　　２．３．４．５．６年

      中学校　　１．２年

（３）調査期日

　　　平成３１年１月９日（水）

（４）調査教科及び調査時間

　　　※　出題範囲は、当該学年で学習した内容

95.9 9,148 95.9 ―

国語 算数・数学 英語

調査
人数

実施率
（％）

―

中学校 3,533 93.7 3,531 93.7 3,532 93.7

小学校 9,147

93.7合   計 12,680 95.3 12,679 95.3 3,532
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学校全体 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

50.4 50.8 50.7 50.0 50.6 50.1

50.8 50.1 49.9 50.7 52.3 50.9

49.6 51.1 50.9 48.8 48.4 48.8

学校全体 第１学年 第２学年

51.7 51.6 51.7

51.3 51.4 51.2

52.0 51.6 52.4

51.6 51.8 51.4

○上尾市全体の得点は51.7で全国標準得点を上回っており、１１校中９校で全国
　標準得点を上回っている。
○学年別に見ると、第１学年、第２学年ともに全ての教科で全国標準得点を上回っ
　ている。

数学

総合

総合

算数

英語

国語

国語

　（１）小学校

　（２）中学校

２　学力調査結果の概要

【表の見方】到達すべき目標値50.0(全国平均)よりどれだけ高いか低いかを表している。

○上尾市全体の得点は50.4で全国標準得点を上回っており、２２校中１０校が全国
　標準得点を上回っている。
○学年別の総合得点では、全学年で全国標準得点を上回った。高学年（４・５・
　６年）の算数に課題が見られる。

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

全体 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

総合 国語 算数

全国

標準値

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

中全体 中１年 中２年

総合 国語 数学 英語

全国

標準値
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３ 観点別・領域内容別調査結果の概要 

 

（１）小学校 

２年生 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

昨年と同様に「書くこと」の領域に

課題が見られる。句読点の打ち方や

かぎ（「」）の使い方を正確に理解す

ること、順序を表す言葉や主語と述

語の関係に注意して、文を書いたり

読んだりする必要がある。 

【算数】 

「量と測定」の領域に課題が見られ

る。かさの単位は、日常生活でなじ

みがないため、実感を伴った理解を

させる必要がある。等号、不等号に

ついても同様の要因が考えられる。

意図的に普段の学習の中で取り入れ

ていく等の工夫が必要である。 

【国語】 

昨年と同様に記述問題での無答率が

高くなっている。物語の内容を叙述

にそって読み取り要約することやか

ぎ（「」）の使い方や文末をそろえて

書く等の学習の工夫が必要である。 

また、ローマ字の習得の仕方につい

ても改善が必要である。 

【算数】 

「数量関係」の領域に課題が見られ

る。題意を正しく理解し、立式でき

るように乗法・除法の式の意味につ

て考えさせる等の必要がある。問題

場面と図、図と式を関連付けて考え

させ、知識と技能を深めることが必

要である。 
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４年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

昨年と同様に話すときや聞くときの

注意点に対する理解に課題がある。

話したり聞いたりするときにどんな

ことが大切かを児童に考えさせなが

ら、学習を進める必要がある。また、

漢字辞書に触れさせる機会を多くす

ることが重要である。 

【算数】 

「量と測定」領域に特に課題が見ら

れる。面積の公式を覚えさせるだけ

でなく、様々な形から、既習の図形

を見いだす等、既習事項を活用でき

る力を身に付けさせる必要がある。 

【国語】 

各領域、全国平均正答率よりも高い

水準である。その中で、敬語の種類

の理解と活用、同音異義語について

課題が見られる。基本的な知識を理

解し、実際の場面で使い慣れるよう

にする必要がある。 

【算数】 

無回答率が高くなっている。問題解

決型の授業を重視し、自分で考えさ

せ、どこまで理解できて、何が分か

らないのかを明確にさせる必要があ

る。主体的・対話的で深い学びの視

点での授業改善が必要である。 
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６年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

昨年と同様、敬語を正しく使うこと

に課題が見られる。相手と自分との

関係を意識させながら、尊敬語や謙

譲語をはじめ、丁寧な言い方などに

ついて理解することが大切であり、

日常の言語生活につながる指導方法

を工夫する必要がある。 

【算数】 

「数と計算」「量と測定」の領域にお

いて、特に課題が見られる。分数の乗

法及び除法について多面的に捉え

て、計算の仕方について工夫して考

え出せるようにしたり、既習の図形

と関連付けて図形の見方を働かせ、

体積の求め方を考えたりすることが

必要である。 
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（２）中学校 

１年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

「話すこと・聞くこと」の領域に課

題が見られる。また、詩の表現や内

容に注意して読むことにも課題が見

られる。スピーチの内容を正しく聞

き取ること相手や場に応じて話すこ

と、季節を表す言葉に対する理解を

定着させる必要がある。 

【数学】 

各観点・領域別に見ても全国の平均

正答率よりも高い水準である。記述

問題での無回答率が高くなっている

ので、日々の授業において自分の考

えをノートに書く等の手立てが必要

である。 

【英語】 

各観点・領域別に見ても全国の平均

正答率よりも高い水準である。英語

で書く問題の無回答率が高くなって

いる。英単語や英文を書く活動を意

識して取り組む必要がある。 
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２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

漢字を正しく読むことや古典の内容

を正しく読み取ることに課題が見ら

れる。生徒が古典に親しみをもてる

ように分かりやすい現代語訳や解説

等を適切に取り上げることが必要で

ある。 

【数学】 

各観点・領域別に見ても全国の平均

正答率よりも高い水準である。多角

形の内角について課題が見られる。

多角形の内角について、既習の図形

と関連付けて多面的に捉えられるよ

うにする必要がある。 

【英語】 

リスニングで、英語の文や問いにす

る適切な絵を選択することに課題が

ある。英語の文を聞いて、それにあ

てはまる絵などを選択したり、疑問

詞を使った問いを聞いて、適切に受

け答えをしたりする言語活動を繰り

返し行う必要がある。 

 

 



４　質問紙調査結果の概要

１食べてくる ２
食べてくる
ほうが多い

３
食べてこない
ほうが多い

４食べてこない

１ 食べてくる ２
食べてくる
ほうが多い

３
食べてこない
ほうが多い

４ 食べてこない

総　合

国　語

算　数

（２）早寝、早起きを心がけていますか。

１
いつも心が
けている

２
だいたい心
がけている

３
あまり心が
けていない

４
心がけてい
ない

1
いつも心が
けている

2
だいたい心
がけている

3
あまり心が
けていない

4
心がけてい
ない

総　合

国　語

算　数

（３）一日の睡眠時間はどれくらいですか。（土曜、日曜日は除く）

1
６時間より
少ない

2 ６～７時間 3 ７～８時間 4 ８～９時間 5 ９～１０時間 6 １０時間以上

睡眠時間と正答率の関係

1
６時間より
少ない

2 ６～７時間 3 ７～８時間 4 ８～９時間 5 ９～１０時間 6 １０時間以上

総　合

国　語

算　数

睡眠時間

市全体 全　国

61.2

64.9

57.4

61.0

68.2

（分析）
　睡眠時間が８～９時間の児童が38.0％で最も多く、８時間以上の睡眠をとってい
る児童の割合は72.9％である。平均睡眠時間が８時間～１０時間の児童の正答率
が、高い傾向にある。

53.9

68.9

（１）学校に来る前に、きちんと朝ごはんを食べてきますか。

早寝、早起きと正答率の関係

市全体

朝食の
摂取状況

無答
もしくは重答

91.8%

55.6

51.5 55.5 60.6 62.3

54.7 54.3 51.5 46.7

50.844.1 47.8 53.4

58.9 63.2 67.7 69.6 66.3

54.7

62.1 58.6

（分析）
　「食べてくる」と答えた児童が91.8％で最も多く、「食べてくるほうが多い」と
答えた児童を含めると96.8％である。朝ごはんを食べてこない傾向の児童の正答率
が低い傾向にある。

全　国

無答
もしくは重答

全　国

35.2%

58.6

57.4

54.3

朝食と正答率の関係

市全体

起床・就
寝の状況

61.7 61.6

64.9

61.2

68.2 64.9

38.2

57.4

61.0

（分析）
　「だいたい心がけている」と答えた児童が49.3％で最も多く、「いつも心がけて
いる」と答えた児童を含めると84.5％である。早寝、早起きを心がけている児童の
ほうが、心がけていない児童よりも正答率が高い傾向にある。

68.268.9 65.7 62.0

53.9

無答もしく
は重答

1.9% 7.6% 17.5% 38.0% 30.2% 4.7% 0.1%

38.3

49.7

61.1

30.2

46.2

55.1 53.9

0.6%

68.6

61.2

62.0

68.9

0.1%5.0% 2.5%

12.2% 3.0% 0.4%49.3%

51.7

43.4

60.1

61.0

【小学校第５学年（1,926人）】※総合は、国語と算数の問題数の合計から求めた正答率である。
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（４）身の回りのこと（整理・整頓など）は、自分でしていますか。

１
自分でして
いる

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

整理整頓と正答率の関係

１
自分でして
いる

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４ していない

総　合

国　語

算　数

（５）先生や友だち、近所の人に会った時、あいさつをしていますか。

１
あいさつを
している

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４
あいさつを
していない

あいさつと正答率の関係

１
あいさつを
している

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４
あいさつを
していない

総　合

国　語

算　数

（６）相手や場面に応じて、言葉づかいに気をつけていますか。

１
気をつけて
いる

２
いるほうが
多い

３
いないほう
が多い

４
気をつけて
いない

言葉づかいと正答率の関係

１
気をつけて
いる

２
いるほうが
多い

３
いないほう
が多い

４
気をつけて
いない

総　合

国　語

算　数

（分析）
　あいさつをしている（しているほうが多いを含む）児童は92.4％であり、多くの
児童があいさつをしている。あいさつをすると答えた児童のほうが、正答率が高い
傾向が見られる。

市全体 全　国

無答
もしくは重答

整理整頓

無答
もしくは重答

ていねいな
言葉づかい

無答
もしくは重答

市全体

62.3

68.2

全　国

全　国

（分析）
　気をつけている（いるほうが多いを含む）児童は94.6％である。言葉づかいに気
をつけていると答えた児童のほうが国語の正答率が高い傾向が見られる。

55.1

61.2

42.4 61.0 61.2

64.9

53.9 57.435.6

61.8 60.4

68.6 67.8 66.9 49.2

58.7

50.4

53.0 43.7 41.0

51.8 44.7

66.7 60.0 48.3

61.261.0

68.2 64.9

54.9 53.0

60.9 56.0 50.5

69.7 68.0 62.6 57.2

62.5

0.0%0.3%65.4% 29.2% 5.1%

0.3% 0.0%59.1% 33.3%

59.9 61.0

市全体

69.5

34.9% 11.8% 1.1% 0.1%52.1%

（分析）
自分でしている（しているほうが多いを含む）児童は87.0％であり、多くの児童

が自分で身の回りのことをしている。自分でしている児童のほうが正答率が高い傾
向が見られる。

あいさつ

7.3%

55.3 53.8 49.3 43.7 53.9 57.4

68.2 64.9

53.9 57.4

9



（７）学校のものや公共物を大切にしていますか。

１
大切にして
いる

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

ものの扱い方と正答率の関係

１
大切にして
いる

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

総　合

国　語

算　数

（８）学校のきまりを守って生活していますか。

１守っている ２
守っている
ほうが多い

３
守っていない
ほうが多い

４守れていない

学校のきまりと正答率の関係

１ 守っている ２
守っている
ほうが多い

３
守っていない
ほうが多い

４ 守れていない

総　合

国　語

算　数

（９）普段ものごとを最後までやり遂げようとしていますか。

１している ２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

ものごとをやり遂げることと正答率の関係

１している ２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

総　合

国　語

算　数

（分析）
している（しているほうが多いを含む）と答えた児童は92.9％である。「してい

る」と答えた児童の正答率は、国語、算数ともに全国平均正答率を上回っている。

64.9

53.9 57.4

61.0 61.2

67.0 60.3 46.8

57.9

57.4

61.2

64.9

68.2 64.9

53.9 57.4

無答
もしくは重答

61.261.0

51.0 43.0

53.9

33.5

64.1 59.0

70.4

69.0 64.6 52.0 50.0

43.7 43.0

きまりを
守る

0.2%2.8%

54.8 50.0 35.4 36.0

61.9 57.3

市全体 全　国

（分析）
　大切にしている（しているほうが多いを含む）と答えた児童は99.0％であり、ほ
とんどの児童が学校のものや公共物を大切にしている。大切にしていると答えた児
童のほうが、正答率が高い傾向が見られる。

49.8% 43.1% 5.9% 0.4%
やり遂げる

無答
もしくは重答

61.0

68.2

市全体 全　国

全　国

0.8%

市全体

（分析）
　守っている（守っているほうが多いを含む）と答えた児童は96.9％であり、多く
の児童がきまりを守って生活している。きまりを守って生活している児童の国語正
答率は、全国平均正答率を上回っている。

55.7 51.3

51.7 40.1

68.2

ものの
扱い方

無答
もしくは重答

0.1%83.2% 15.8% 0.7% 0.2%

0.2%61.7% 35.2%

59.1

47.6 16.7

53.4 24.7

69.4 66.9 59.2 32.7

62.6
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１３時間以上 ２２～３時間 ３１～２時間 ４ 30分～１時間 ５
30分より少
ない

６
まったくし
ない

勉強時間と正答率の関係

１３時間以上 ２２～３時間 ３１～２時間 ４ 30分～１時間 ５
30分より少
ない

６
まったくし
ない

総　合

国　語

算　数

（11）学校の授業で黒板に書いてあることや、先生の説明をノートに書いていますか。

１
きちんと書
いている

２
書いている
ほうが多い

３
書いていない
ほうが多い

4 書いていない

ノートに書くことと正答率の関係

１
きちんと書
いている

２
書いている
ほうが多い

３
書いていない
ほうが多い

４ 書いていない

総　合

国　語

算　数

（12）授業中に発言をしますか。

１よく発言する ２
ときどき発
言する

３
ほとんど発
言しない

４
まったく発
言しない

授業中の発言と正答率の関係

１よく発言する ２
ときどき発
言する

３
ほとんど発
言しない

４
まったく発
言しない

総　合

国　語

算　数

全　国市全体

全　国

61.2

（分析）
発言する（ときどき発言するを含む）と答えた児童は69.4％である。「よく発言

する」児童の正答率は、国語、算数ともに全国平均正答率を大きく上回っている。

57.4

61.2

64.9

62.7

72.4

67.5

64.9

53.9 57.4

61.055.3

68.2

68.2 64.9

52.2 49.8 46.0

67.4 66.0 64.6

59.8 57.9

63.5 56.3 50.1 32.6 61.0 61.2

49.169.9

勉強時間

53.9

61.0

68.2

市全体

67.6

55.5

53.9 57.4

無答
もしくは重答書くこと

59.3

73.7 71.1 67.7

56.8 47.8 42.9 29.1

70.2 64.8 57.4 36.0

市全体 全　国

（分析）
書いている（書いているほうが多いを含む）と答えた児童は、94.5％であり、多

くの児童がノートをきちんと書いている。「きちんと書いている」児童の正答率
は、国語、算数ともに全国平均正答率を上回っている。

25.5% 43.9% 24.1% 6.0%
発言する

無答
もしくは重答

71.3% 23.2% 4.2% 0.4%

47.0 38.066.1 58.5 54.2 51.0

（分析）
　学校の授業時間以外に１日あたり１～２時間勉強をしている児童が38.5％と最も
多い。２時間以上勉強している児童の平均正答率は、国語、算数ともに全国平均正
答率を上回っている。

64.0 60.3

64.8 61.0

（10）学校の授業時間以外に、普段（月曜日～金曜日）１日あたりどれくらいの時
      間、勉強をしますか。（学習塾や家庭教師を含む）

無答もしく
は重答

7.8% 15.7% 38.5% 27.4% 0.3%

1.0%

0.4%

8.1% 2.3%
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１
ほぼ毎日して
いる

２
ときどきして
いる

３
まったく、ま
たは、ほとん
どしていない

４
携帯電話等を
持っていない

携帯電話やスマートフォンの使用と正答率の関係

１
ほぼ毎日して
いる

２
ときどきして
いる

３
まったく、ま
たは、ほとん
どしていない

４
携帯電話等を
持っていない

総　合

国　語

算　数

（14）読書は好きですか。

１ 好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４ 好きではない

読書と正答率の関係

１好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４好きではない

総　合

国　語

算　数

１２時間以上 ２１～２時間 ３ 30分～１時間 ４１５分～30分 ５
15分より少
ない

６
まったくし
ない

読書時間と正答率の関係

１２時間以上 ２１～２時間 ３ 30分～１時間 ４１５分～30分 ５
15分より少
ない

６
まったくし
ない

総　合

国　語

算　数

（13）携帯電話やスマートフォンで通話やメールをしていますか。（インターネット
      への接続やゲーム機能の使用を含む）

無答もしく
は重答

57.4

61.0 61.2

64.9

全　国市全体

（分析）
携帯電話やスマホを使用している（ときどきしているを含む）と答えた児童は

63.7％である。「携帯電話等を持っていない」と答えた児童の正答率が最も高く、
国語、算数ともに全国平均正答率を上回っている。

読書

53.9

68.2

（分析）
　家や学校、図書館で１日あたり３０分～１時間の読書をしている児童が26.2％で
最も多い。短時間でも読書をしている児童は、国語で全国平均正答率を上回ってい
る。

市全体

69.5 69.9

59.7 55.3

全　国

57.4

61.2

53.1 48.6

66.3 62.0

52.0 53.5 54.7

無答
もしくは重答

53.9

57.5

69.3 70.8

16.5%

60.7

65.1 58.9 57.7 54.1

68.2 64.9

61.0 61.2

68.2 64.9

57.4 52.0 51.7 47.4

72.9 65.8 63.8

53.9 57.4

市全体 全　国

61.0

67.6 67.5 67.0 70.3

59.7 60.4 60.4 64.0

33.2% 15.0% 7.8%43.6%

51.7 53.4 53.8 57.7

携帯電話
等

無答
もしくは重答

33.0% 30.7% 10.2% 25.6% 0.5%

0.5%

60.7 62.2 62.1 63.7

（分析）
好き（どちらかといえば好きを含む）と答えた児童は76.8％である。「好き」と

答えた児童の国語の平均正答率は、全国平均正答率を大きく上回っている。

読書時間

13.9% 0.3%5.5% 14.0% 26.2% 23.6%

（15）家や学校、図書館で普段（月～金曜）、1日あたりどれくらいの時間、読書を
　　　しますか。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除きます）
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（16）学校は好きですか。

１ 好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４ 好きではない

学校好きと正答率の関係

１好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４好きではない

総　合

国　語

算　数

（17）勉強は好きですか。

１ 好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４ 好きではない

勉強好きと正答率の関係

１好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４好きではない

総　合

国　語

算　数

（分析）
好き（どちらかといえば好きを含む）と答えた児童は68.4％である。「好き」と

答えた児童の正答率は、国語、算数ともに全国平均正答率を大きく上回っている。

全　国

57.4

61.0 61.2

68.2 64.9

市全体

61.1

68.2 61.2 55.9 51.9

64.6

53.9

（分析）
好き（どちらかといえば好きを含む）と答えた児童は88.9％である。「好き」と

答えた児童のほうが、正答率が高い傾向が見られる。

勉強好き

無答
もしくは重答

63.4 53.8 47.2 42.8

73.0 68.5

53.9 57.4

61.0 61.2

市全体 全　国

63.3 59.3 56.7 53.5

68.2 64.9

56.8 51.7 48.3 43.9

69.8 66.9 65.2 62.8

学校好き

無答
もしくは重答

0.2%26.9% 41.5% 22.7% 8.7%

53.8% 35.1% 7.8% 2.8% 0.5%
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１食べてくる ２
食べてくる
ほうが多い

３
食べてこない
ほうが多い

４食べてこない

１ 食べてくる ２
食べてくる
ほうが多い

３
食べてこない
ほうが多い

４ 食べてこない

総　合

国　語

数　学

英　語

（２）早寝、早起きを心がけていますか。

１
いつも心が
けている

２
だいたい心
がけている

３
あまり心が
けていない

４
心がけてい
ない

１
いつも心が
けている

２
だいたい心
がけている

３
あまり心が
けていない

４
心がけてい
ない

総　合

国　語

数　学

英　語

（３）一日の睡眠時間はどれくらいですか。（土曜、日曜日は除く）

１６時間未満 ２６～７時間 ３７～８時間 ４８～９時間 ５９～10時間 ６10時間以上

睡眠時間と正答率の関係

１ ６時間未満 ２ ６～７時間 ３ ７～８時間 ４ ８～９時間 ５９～10時間 ６10時間以上

総　合

国　語

数　学

英　語

2.2% 0.0%

7.1% 0.1%

15.2% 3.6%

49.9

43.4

64.5

60.1

0.5% 0.0%

55.2

64.5

55.1

50.3

7.2% 4.3%86.4%

31.0%17.3% 44.4%

66.4

61.9

62.6 53.6

31.3% 38.8%

48.2

50.555.3

52.7

64.5 61.4

60.1 55.2

49.4 58.3 56.5

61.4

61.1 57.7

58.3 56.5

50.3

44.7

47.5 61.1 57.7

61.1

58.3

市全体

50.9

（分析）
　「食べてくる」と答えた生徒が86.4％で最も多く、「食べてくるほうが多い」と答え
た生徒を含めると93.6%である。「食べてくる」と答えた生徒の正答率は、全ての教科
で全国平均正答率を上回っている。

起床・就
寝の状況

全　国

59.5 53.0

10.6%

61.4

57.7

56.5

55.2

54.5 55.0

60.1

62.1

66.0 64.7 54.9

53.1

53.3 61.8 63.1 56.7

59.9

51.4

60.6

56.1 62.4 63.4 58.1

54.2

48.2 56.6

59.4 65.9 67.4 61.1

55.7 59.3 56.6

全　国

57.2 59.1 59.2 53.2

61.5

睡眠時間

64.9

59.7 61.4 60.6

無答もし
くは重答

（分析）
７～８時間と答えた生徒が最も多く38.8%である。６～９時間の睡眠をとっている生

徒の正答率は、全国平均正答率を上回っている。６時間未満と９時間以上の睡眠時間を
とっている生徒のほうが、正答率が低い傾向が見られる。

無答
もしくは重答

全　国

市全体

（１）学校に来る前に、きちんと朝ごはんを食べてきますか。

早寝、早起きと正答率の関係

朝食の
摂取状況

無答
もしくは重答

朝食と正答率の関係

市全体

（分析）
「だいたい心がけている」と答えた生徒が44.0％で最も多く、「いつも心がけてい

る」と答えた生徒を含めると61.7％である。早寝、早起きを心がけていない生徒の正答
率が低い傾向にある。

【中学校第２学年（1,810人）】※総合は、国語と数学と英語の問題数の合計から求めた正答率である
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（４）身の回りのこと（整理・整頓など）は、自分でしていますか。

１
自分でして
いる

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

整理整頓と正答率の関係

１
自分でして
いる

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４ していない

総　合

国　語

数　学

英　語

（５）先生や友だち、近所の人に会った時、あいさつをしていますか。

１
あいさつを
している

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４
あいさつを
していない

あいさつと正答率の関係

１
あいさつを
している

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４
あいさつを
していない

総　合

国　語

数　学

英　語

（６）相手や場面に応じて、言葉づかいに気をつけていますか。

１
気をつけて
いる

２
いるほうが
多い

３
いないほう
が多い

４
気をつけて
いない

言葉づかいと正答率の関係

１
気をつけて
いる

２
いるほうが
多い

３
いないほう
が多い

４
気をつけて
いない

総　合

国　語

数　学

英　語

1.2% 0.1%

73.9% 22.5% 3.3%

50.4

60.3

60.7

59.4 58.0

62.3

0.1%

0.0%

57.5% 32.5% 8.7%

32.2%

0.3%

47.1

41.6

64.5

48.8

6.7% 0.8%

56.550.7

52.2

61.4

56.5

58.9 50.5

52.5 50.4

61.1

63.8

61.3

52.0

55.3

53.4

66.2

54.2

60.8 61.0

61.7 61.6

（分析）
　自分でしている（しているほうが多いを含む）と答えた生徒が90.0％であり、自分で
身の回りの整理・整頓をしている生徒の正答率は、全ての教科で全国平均正答率を上
回っている。

64.5

58.3

無答
もしくは重答

56.0

61.1

60.3%

58.5 59.3

53.8 46.9

66.6 60.4 51.1 45.3

65.9

44.2

59.7 55.9 48.0 39.0

62.7 57.6

58.3

（分析）
あいさつをしている（しているほうが多いを含む）と答えた生徒が92.5％であり、多

くの生徒があいさつをしている。あいさつをしている生徒は、全ての教科で全国平均正
答率を上回っている。

56.4 47.6 48.061.9

56.5

全　国

61.4

全　国

61.4

58.3

60.1

市全体

無答
もしくは重答

57.7

55.260.1

57.7

57.7

55.2

64.5

ていねいな
言葉づかい

整理整頓

（分析）
気をつけている（いるほうが多いを含む）と答えた生徒が96.4％であり、多くの生徒

が言葉づかいに気をつけて生活している。「気をつけている」と答えた生徒の正答率は
全ての教科で全国平均正答率を上回っている。

あいさつ

市全体

61.1

無答
もしくは重答

60.1

64.5

55.2

市全体 全　国
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（７）学校のものや公共物を大切にしていますか。

１
大切にして
いる

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

ものの扱い方と正答率の関係

１
大切にして
いる

２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

総　合

国　語

数　学

英　語

（８）学校のきまりを守って生活していますか。

１守っている ２
守っている
ほうが多い

３
守っていない
ほうが多い

４守れていない

学校のきまりと正答率の関係

１ 守っている ２
守っている
ほうが多い

３
守っていない
ほうが多い

４ 守れていない

総　合

国　語

数　学

英　語

（９）普段ものごとを最後までやり遂げようとしていますか。

１している ２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

ものごとをやり遂げることと正答率の関係

１している ２
しているほ
うが多い

３
していない
ほうが多い

４していない

総　合

国　語

数　学

英　語

0.4% 0.2%

0.2%

（分析）
　している（しているほうが多いを含む）と答えた生徒が91.6％であり、ものごとをや
り遂げようとしている生徒の正答率は、全国平均正答率を上回っている。

64.5

85.7%

0.4%

47.3% 44.3% 6.9% 1.2%

67.1

61.4

やり遂げる

74.2% 23.0% 2.2%

12.4% 1.3%

61.4

無答
もしくは重答

無答
もしくは重答

57.7

65.5 60.4 51.5

45.4

58.3

ものの
扱い方

41.3

61.8 57.3

58.9 56.4 47.3 44.6

48.6

62.6 54.3

全　国

61.1

市全体

61.4

55.2

45.2

55.260.1

44.2 27.0

47.9 34.0

47.8

（分析）
守っている（守っているほうが多いを含む）と答えた生徒が97.2％であり、多くの生

徒が学校のきまりを守って生活している。「守っている」と答えた生徒の平均正答率
は、全ての教科で全国平均正答率を上回っている。

無答
もしくは重答

0.4%

57.4

62.0 56.6 45.4

57.4 50.0 41.6

52.3 49.9

53.0 45.6

35.7

58.9

50.5 39.658.5

きまりを
守る

59.8

63.2

68.8

64.8

60.5

58.3

市全体

（分析）
大切にしている（しているほうが多いを含む）と答えた生徒は98.1％であり、多くの

生徒が学校のものや公共物を大切にしている。「大切にしている」と答えた生徒の正答
率は、全ての教科で全国平均正答率を上回っている。

市全体

全　国

56.5

50.7

全　国

61.1 57.7

56.558.3

55.2

60.1

64.5

61.2 55.2

55.9

60.1

64.5

56.5

57.7

61.1

64.7

55.2
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１３時間以上 ２２～３時間 ３１～２時間 ４ 30分～１時間 ５
30分より少
ない

６
まったくし
ない

勉強時間と正答率の関係

１３時間以上 ２２～３時間 ３１～２時間 ４ 30分～１時間 ５
30分より少
ない

６
まったくし
ない

総　合

国　語

数　学

英　語

（11）学校の授業で黒板に書いてあることや、先生の説明をノートに書いていますか。

１
きちんと書い
ている

２
書いているほ
うが多い

３
書いていない
ほうが多い

4 書いていない

ノートに書くことと正答率の関係

１
きちんと書い
ている

２
書いているほ
うが多い

３
書いていない
ほうが多い

４ 書いていない

総　合

国　語

数　学

英　語

（12）授業中に発言をしますか。

１
よく発言す
る

２
ときどき発
言する

３
ほとんど発
言しない

４
まったく発
言しない

授業中の発言と正答率の関係

１
よく発言す
る

２
ときどき発
言する

３
ほとんど発
言しない

４
まったく発
言しない

総　合

国　語

数　学

英　語

20.6%

2.6% 0.4%

0.4%

51.4 48.0 37.9

0.5%

市全体

56.5

11.6%

21.8% 35.0% 19.7%

63.5 51.5

15.6%

10.6% 6.8%

61.1

60.1

53.7

58.3

（分析）
　学校の授業時間以外に１日あたり１～２時間勉強している生徒が35.0％と最も多い。
勉強時間の増加に伴い正答率が高くなっている。一方で、「まったくしない」と答えた
生徒が6.8％で、３０分未満を含めると17.4％いる。

80.9%

44.8

（分析）
　授業中に発言する（ときどき発言するを含む）と答えた生徒は63.1％である。発言す
る生徒ほど正答率が高い傾向が見られる。

58.0 49.1

0.1%

40.5

61.474.5 67.0 59.1 50.3

72.0 62.5 54.3 43.3

65.3 59.5 55.0 49.5

無答
もしくは重答発言する

54.6 47.5 32.6

63.1 48.6

67.3

34.0

42.5% 24.9%

61.1

58.3

60.1

64.5

市全体

（10）学校の授業時間以外に、普段（月曜日～金曜日）１日あたりどれくらいの時
　　　間、勉強をしますか。（学習塾や家庭教師を含む）

無答もし
くは重答

69.8

6.1%

61.4

55.2

57.7

56.5

全　国

49.9

56.2 47.965.8 62.7 58.0

62.4

62.2

67.0

60.2

71.1

67.4 56.0

61.3 59.0 56.8

67.0

45.3 34.7

70.6 63.0 56.1

66.4

61.4

47.7

書くこと

勉強時間

（分析）
書いている（書いているほうが多いを含む）と答えた生徒は96.5％であり、ほとんど

の生徒が授業で板書や先生の説明をノートに書いている。「きちんと書いている」と答
えた生徒の平均正答率は、全国平均正答率を上回っている。

64.5

56.5

55.2

61.1

61.4

市全体 全　国

60.1

57.7

57.7

58.3

無答
もしくは重答

56.5

全　国

55.2

64.5
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１
ほぼ毎日して
いる

２
ときどきして
いる

３
まったく、ま
たは、ほとん
どしていない

４
携帯電話等を
持っていない

携帯電話やスマートフォンの使用と正答率の関係

１
ほぼ毎日して
いる

２
ときどきして
いる

３
まったく、ま
たは、ほとん
どしていない

４
携帯電話等を
持っていない

総　合

国　語

数　学

英　語

（14）読書は好きですか。

１ 好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４ 好きではない

読書と正答率の関係

１好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４好きではない

総　合

国　語

数　学

英　語

１２時間以上 ２１～２時間 ３ 30分～１時間 ４１５分～30分 ５
15分より少
ない

６
まったくし
ない

読書時間と正答率の関係

１２時間以上 ２１～２時間 ３ 30分～１時間 ４１５分～30分 ５
15分より少
ない

６
まったくし
ない

総　合

国　語

数　学

英　語

58.3 56.5

0.3%

61.1 57.7

読書時間

無答もし
くは重答

3.2% 7.1% 18.5%

（15）家や学校、図書館で普段（月曜日～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、
　　　読書をしますか。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除きます）

60.1

0.3%

22.0%24.3%

60.7

55.2

11.1%38.5%

（分析）
　家や学校、図書館で１日あたり１５分～３０分の読書をしている生徒が24.8％で最も
多い。短い時間でも読書をしている生徒は、全ての教科で全国平均正答率を上回ってい
る。

64.5

24.8%

69.1% 15.9% 3.9% 10.9%

0.1%

32.0% 18.2%

（分析）
好き（どちらかといえば好きを含む）と答えた生徒は70.5％である。読書が好きな生

徒のほうが、正答率が高い傾向が見られ、特に国語においては顕著な差が見られる。

61.1

56.5

65.1 53.1

62.6

64.5 63.4

64.4

（13）携帯電話やスマートフォンで通話やメールをしていますか。（インターネット
      への接続やゲーム機能の使用を含む）

市全体

57.7

全　国

61.4

61.8 54.5

58.2 52.3

62.1 55.4

58.3

56.8

62.6 66.1 67.0

64.9 57.1 60.9

56.5

60.1

58.4 62.2

59.4

55.2

64.5 61.4

67.2

58.1 60.2 63.9

49.2

60.9 57.5

60.0

58.2

60.9

68.0 64.7 61.8 57.3

63.3 60.0 58.0 52.8

64.0 58.1 52.7

63.7

64.5 59.9

58.3

57.7

携帯電話
等

無答
もしくは重答

63.7

66.3 59.4

63.2

61.1

64.6 59.9 60.9 60.8

64.2

市全体 全　国

市全体 全　国

64.5 61.4

60.1 55.2

（分析）
「ほぼ毎日している」と答えた生徒が69.1％と最も多く、「ときどきしている」と答

えた生徒を含めると85.0％である。「携帯電話等を持っていない」と答えた生徒の正答
率が最も高く、「まったく、またはほとんどしない」と答えた生徒とともに全ての教科
で全国平均正答率を上回っている。

読書

無答
もしくは重答
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（16）学校は好きですか。

１ 好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４ 好きではない

学校好きと正答率の関係

１好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４好きではない

総　合

国　語

数　学

英　語

（17）勉強は好きですか。

１ 好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４ 好きではない

勉強好きと正答率の関係

１好き ２
どちらかとい
えば好き

３
どちらかとい
えば好きでは
ない

４好きではない

総　合

国　語

数　学

英　語

61.4

61.1

61.1 57.7

（分析）
好き（どちらかといえば好き）と答えた生徒は76.6％である。好きと答えた生徒のほ

うが、正答率が高い傾向が見られる。

61.5 58.3 64.5

61.4

58.3 56.5

全　国

無答
もしくは重答

無答
もしくは重答

市全体

市全体 全　国

（分析）
「どちらかといえば好きではない」と答えた生徒が38.3％で最も多く、「好きではな

い」と答えた生徒を含めると69.8％である。「好き」と答えた生徒は8.5％で最も少な
いが、平均正答率は全ての教科において大きく上回っている。

60.1 55.2

76.5 71.5 64.7 56.6

74.5 68.5

64.5

勉強好き

0.1%8.5% 21.7% 38.3% 31.5%

54.1

62.5

72.8 68.0 60.5 53.6

61.9 61.7 56.3 51.4

66.7 65.1

62.0 57.7

0.2%

60.1 55.2

58.3 56.5

54.6

58.9 59.2 57.5

38.4% 38.2% 14.9%
学校好き

8.3%

59.3 51.5

67.7 64.1 57.6 52.8

58.4
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小学校 全体 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 中学校 全体 １年 ２年
総合 50.4 50.8 50.7 50.0 50.6 50.1 総合 51.7 51.6 51.7
国語 50.8 50.1 49.9 50.7 52.3 50.9 国語 51.3 51.4 51.2
算数 49.6 51.1 50.9 48.8 48.4 48.8 数学 52.0 51.6 52.4

英語 51.6 51.8 51.4

ア

イ

ウ

ア

イ

ア

イ

ウ

ア

イ

　総合得点では、全学年で全国標準得点と同等または上回っている。昨年度の課
題であった第２、３学年ので改善が見られた。
　教科別に見ると、第４，５，６学年の算数の得点が全国標準得点をわずかに下
回っている。高学年の算数の授業改善が必要である。

５　まとめ

（１）小学校の状況

（２）中学校の状況

　第５学年で実施した質問紙調査では、基本的な生活習慣や学習規律などに関す
る項目と正答率に相関関係が見られる。特に、「ものごとを最後までやり遂げよ
うとする（やり抜く力）」の項目と正答率に大きな相関関係が見られる。

　第１、２学年ともに全教科（国語・数学・英語）の得点が全国標準得点を上
回っており、知識及び技能の定着が図られている。

（３）成果
　小学校２年生を調査対象として加えたことにより、小学校低学年の学習状況を
把握し、課題解決に向けた具体的な取組が推進された。

（４）課題

　第２学年で実施した質問紙調査では、「あいさつをしている（生活習慣）」や
「学校のきまりを守って生活している（生活規律）」、「読書が好き（読書習
慣）」、「ものごとを最後までやり遂げようとする（やり抜く力）」などの項目
と正答率に相関関係が見られる。

　各学校が年度途中に授業や学力向上の取組の成果と課題を把握できることで、
効果的な検証・改善サイクルの確立が可能となった。

　中学校の国語において、詩の内容に関する学習について課題が見られる。詩の
表現や内容に注意して読み、理解を深める指導方法の工夫を図る必要がある。

　各学校が作成した「学力向上プラン」を基に、児童生徒の発達段階に応じた系
統的な取組が実施され、着実に知識及び技能の習熟が図られている。

　小学校高学年の算数の学習指導に課題がある。特に「数と計算」「量と測定」
の領域の正答率が低くなっている。乗法及び除法について多面的に捉えて、計算
の仕方について工夫して考え出せるようにしたり、既習の図形と関連付けて考え
たりすることが必要である。適用問題や振り返りの時間を十分に確保し、知識を
深めたり技能を高めたりして定着を図る必要がある。

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

全体 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

総合 国語 算数

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

全体 １年 ２年

総合 国語 数学 英語
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ア

イ

ウ

エ
　上尾市教育委員会委嘱により学習指導、生徒指導、外国語活動、道徳教育など
の研究領域について研究、実践を行っている。毎年１１校が２年間にわたる研究
の成果を発表しており、市内全校から教員が参加して研究の成果や取組を共有し
ている。
　また、上尾市教育委員会としては、各学校を訪問するなどして、学力向上プラ
ン作成と、それを踏まえた授業改善について助言等の支援を行っていく。さらに
実践的な研修会を開催して、教員一人一人が学習指導の工夫・改善を図ることが
できるように積極的な支援を行っていく。

学習規律と基本的生活習慣の確立

委嘱研究や研修会による指導方法の工夫・改善

　小学校５年生と中学校２年生では質問紙調査を行い、学習規律や生活習慣と学
力との相関関係を分析している。学力との相関が見られる学習規律や生活習慣の
確立に向け、家庭や地域の方との連携を深めていく。

Do

Plan

Do

Check

Act

Plan

「学力向上プラン」に基づき、授業改
善と学力向上の取組を実施する。

上尾市学力調査で、自校の課題と取組
の成果を分析する。

効果のあったよい取組を共有して、さ
らなる授業改善を行う。

Check

Act

学力を伸ばす手立てを検討し、１０月
から実施するプランを作成する。

学力を伸ばす手立てを検討し、4月か
ら実施するプランを作成する。

「学力向上プラン」に基づき、授業改
善と学力向上の取組を実施する。

国・県の学力調査で、自校の課題や学
力の伸びを分析する。

問題を解くために求められる力や学力
の伸ばした取組を把握する。

学力向上プランの作成と授業改善

検証改善ＣＡＰＤサイクルの確立

　調査結果から明らかになった自校の課題解決と児童生徒一人一人の学力向上の
ために、指導の手立てをまとめた「前期学力向上プラン」を作成している。その
内容を着実に実施して授業改善を図る。学力向上プランは、学校ホームページに
掲載し、保護者や地域の方にも広く公開して連携促進を図る。

　４月に実施される国と県の学力・学習状況調査結果に基づき「前期学力向上プ
ラン」による手立ての効果を検証する。さらに、プランの改善を図り「後期学力
向上プラン」を作成して、更なる授業改善と児童生徒一人一人の学力向上を図
る。上尾市の全校で、この検証改善（ＣＡＰＤ）サイクルを確立させる。

（５）今後の取組
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